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仏
教
・
保
育
・
子
ど
も
の
環
境
―
保
育
に
お
け
る
環
境
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仏
教
・
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・
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は
じ
め
に

　

幼
稚
園
教
育
要
領
で
は
、
「
幼
稚
園
教
育
は
環
境
を
通
し
て
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
あ
り
、
ま
た
保
育
所
保
育
指
針
で
も
、

「
保
育
所
に
お
け
る
環
境
を
通
し
て
、
養
護
及
び
教
育
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
特
性
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
乳
幼
児
施
設
の

保
育
と
子
ど
も
の
環
境
と
の
関
わ
り
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
仏
教
園
に
お
い
て
は
、
栽
培
、
食
育
等
を
通
し
て
「
い
の
ち
の
大
切
さ
」

や
「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
育
む
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
屋
外
環
境
と
の
か
か
わ
り
、
特
に

栽
培
・
食
育
に
着
目
し
て
、
仏
教
・
保
育
・
子
ど
も
の
環
境
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
一
、
保
育
に
お
け
る
環
境
と
は

　

幼
稚
園
教
育
要
領
（
文
部
科
学
省
）
、
第
１
章 

総
則
、
第
１ 
幼
稚
園
教
育
の
基
本
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
幼
児
期
の
教
育
は
，

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の
で
あ
り
，
幼
稚
園
教
育
は
，
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
目
的
及
び
目
標
を
達
成
す

る
た
め
，
幼
児
期
の
特
性
を
踏
ま
え
，
環
境
を
通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
」
ま
た
、
保
育
所
保
育
指
針
（
厚
生

労
働
省
）
で
は
、
第
１
章　

総
則
、
２ 

保
育
所
の
役
割
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
（
イ
）
保
育
所
は
、
そ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
（
中
略
）
、
保
育
所
に
お
け
る
環
境
を
通
し
て
、
養
護
及
び
教
育
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
特
性
と
し
て
い



― 56 ―

る
。
」
、
さ
ら
に
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
（
内
閣
府
）
に
お
い
て
も
、
第
１
章 

総
則
、
第
１ 

幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
及
び
保
育
の
基
本
及
び
目
標
等
、
１ 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
及
び
保
育
の
基
本
の
な

か
で
、
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
及
び
保
育
は
、
（
中
略
）
、
環
境
を
通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
（
後
略
）
」
と
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
・
保
育
は
、
「
環
境
を
通
し
て
行
う
」
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
「
環
境
を
通
し
て
行
う
」
幼
児
教
育
・
保
育
に
お
い
て
、
「
環
境
」
と
は
な
に
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

幼
稚
園
教
育
要
領
で
は
、
健
康
、
人
間
関
係
、
環
境
、
言
葉
、
表
現
と
い
う
五
領
域
が
示
さ
れ
、
領
域
「
環
境
」
に
お
い
て
は
、
「
周
囲

の
様
々
な
環
境
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
も
っ
て
か
か
わ
り
、
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
力
を
養
う
。
」
こ
と
を
目
的

と
し
、
か
つ
そ
の
「
ね
ら
い
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
三
つ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
身
近
な
環
境
に
親
し
み
、
自
然
と
触
れ
合
う
中
で
様
々
な
事
象
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

（
２
）
身
近
な
環
境
に
自
分
か
ら
か
か
わ
り
、
発
見
を
楽
し
ん
だ
り
、
考
え
た
り
し
、
そ
れ
を
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。

（
３
）
身
近
な
事
象
を
見
た
り
、
考
え
た
り
、
扱
っ
た
り
す
る
中
で
、
物
の
性
質
や
数
量
、
文
字
な
ど
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に

す
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
「
内
容
」
と
し
て
次
の
（
１
）
か
ら
（
12
）
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
自
然
に
触
れ
て
生
活
し
，
そ
の
大
き
さ
，
美
し
さ
，
不
思
議
さ
な
ど
に
気
付
く
。

（
２
）
生
活
の
中
で
，
様
々
な
物
に
触
れ
，
そ
の
性
質
や
仕
組
み
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

（
３
）
季
節
に
よ
り
自
然
や
人
間
の
生
活
に
変
化
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

（
４
）
自
然
な
ど
の
身
近
な
事
象
に
関
心
を
も
ち
，
取
り
入
れ
て
遊
ぶ
。

（
５
）
身
近
な
動
植
物
に
親
し
み
を
も
っ
て
接
し
，
生
命
の
尊
さ
に
気
付
き
，
い
た
わ
っ
た
り
，
大
切
に
し
た
り
す
る
。
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（
６
）
日
常
生
活
の
中
で
，
我
が
国
や
地
域
社
会
に
お
け
る
様
々
な
文
化
や
伝
統
に
親
し
む
。

（
７
）
身
近
な
物
を
大
切
に
す
る
。

（
８
）
身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
も
っ
て
か
か
わ
り
，
考
え
た
り
，
試
し
た
り
し
て
工
夫
し
て
遊
ぶ
。

（
９
）
日
常
生
活
の
中
で
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
心
を
も
つ
。

（
10
）
日
常
生
活
の
中
で
簡
単
な
標
識
や
文
字
な
ど
に
関
心
を
も
つ
。

（
11
）
生
活
に
関
係
の
深
い
情
報
や
施
設
な
ど
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

（
12
）
幼
稚
園
内
外
の
行
事
に
お
い
て
国
旗
に
親
し
む
。

　

領
域
「
環
境
」
の
内
容
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
関
わ
る
「
環
境
」
と
は
、
自
然
、
物
、
人
間
の
生
活
、
動
植
物
、
文
化
や
伝
統
、
遊

具
、
数
量
や
図
形
、
標
識
や
文
字
、
情
報
、
施
設
、
国
旗
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
、
も
の
：
物
、
数
量
や
図
形
、

標
識
や
文
字
、
情
報
、
国
旗
、
場
：
遊
具
、
施
設
、
ひ
と
：
人
間
の
生
活
、
文
化
や
伝
統
、
自
然
：
自
然
、
動
植
物
な
ど
に
集
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

ま
た
「
内
容
」
の
中
で
、
幾
度
も
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
表
記
と
し
て
、
「
身
近
」
と
「
生
活
」
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
環

境
を
通
し
て
の
教
育
」
の
「
環
境
」
と
は
、
子
ど
も
が
「
身
近
」
な
「
生
活
」
の
中
で
接
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
も
の
」
「
場
」
「
ひ
と
」

「
自
然
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
特
に
自
然
と
の
関
わ
り
と
い
う
視
点
で
は
、
内
容
（
１
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）

（
１
）
自
然
に
触
れ
て
生
活
し
，
そ
の
大
き
さ
，
美
し
さ
，
不
思
議
さ
な
ど
に
気
付
く
。

（
３
）
季
節
に
よ
り
自
然
や
人
間
の
生
活
に
変
化
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

（
４
）
自
然
な
ど
の
身
近
な
事
象
に
関
心
を
も
ち
，
取
り
入
れ
て
遊
ぶ
。

（
５
）
身
近
な
動
植
物
に
親
し
み
を
も
っ
て
接
し
，
生
命
の
尊
さ
に
気
付
き
，
い
た
わ
っ
た
り
，
大
切
に
し
た
り
す
る
。
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が
あ
る
が
、
特
に
（
５
）
に
お
い
て
、
身
近
な
動
物
の
飼
育
や
植
物
栽
培
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
の
ち
の
尊
さ
に
気
付
く
、
生
き

物
へ
の
い
た
わ
り
や
大
切
さ
の
こ
こ
ろ
が
育
ま
れ
る
、
と
あ
る
。
植
物
栽
培
で
は
、
種
ま
き
・
苗
植
え
、
お
世
話
、
収
穫
、
食
べ
る
と
い

う
、
保
育
に
お
け
る
栽
培
・
食
育
活
動
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
二
、
保
育
に
お
け
る
栽
培
・
食
育
活
動
と
仏
教
保
育
と
の
関
わ
り

　

保
育
に
お
い
て
栽
培
・
食
育
活
動
は
、
「
自
然
と
触
れ
、
い
の
ち
に
触
れ
る
活
動
」
で
あ
る
。
い
の
ち
を
育
て
、
い
の
ち
を
頂
き
、
は

じ
め
て
私
た
ち
が
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
栽
培
、
調
理
し
て
く
だ
さ
る
農
家
や
調
理
士
、
家
庭
の
方
々

に
対
し
、
感
謝
の
念
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
自
然
の
恵
み
を
無
駄
に
せ
ず
、
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。

仏
教
保
育
に
お
い
て
は
、
次
の
三
つ
の
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
日
本
仏
教
保
育
協
会, 2004

）

① 

慈
心
不
殺
（
生
命
尊
重
の
保
育
）

② 

仏
道
成
就
（
正
し
き
を
見
て
絶
え
ず
進
む
保
育
）

③ 

正
業
精
進
（
良
き
社
会
人
を
つ
く
る
保
育
）

　
① 

慈
心
不
殺

　

生
命
尊
重
の
保
育
に
つ
い
て
で
あ
る
。
栽
培
・
食
育
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
と
す
る
と
、
た
と
え
ば
、

・
自
然
と
触
れ
る
：
土
、
植
物
、
水
、
光
に
ふ
れ
る
こ
と

・
お
世
話
を
す
る
：
命
を
育
む
た
め
の
世
話
。
光
、
水
、
肥
料
を
適
度
に
用
意
。
鳥
や
虫
か
ら
守
ら
な
い
と
植
物
は
弱
っ
て
し
ま

い
、
枯
れ
て
し
ま
う

・
食
し
感
謝
す
る
：
植
物
の
い
の
ち
を
い
た
だ
く
。
食
は
人
間
の
生
命
の
源
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
農
家
・
調
理
の
方
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
抱
く
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・
自
然
の
恵
み
を
無
駄
に
せ
ず
、
最
大
限
活
用
す
る
：
資
源
の
再
利
用
、
循
環
。
雨
水
、
井
水
、
堆
肥
づ
く
り
な
ど
、
自
然
に
あ

る
も
の
を
活
用

　

栽
培
と
は
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
植
物
は
も
ち
ろ
ん
、
土
や
泥
、
水
、
そ
し
て
日
の
光
に
触
れ
、
自
然
や
季
節
を
感
じ
な
が
ら

行
う
活
動
で
あ
る
。

　

ま
た
、
栽
培
に
お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
栽
培
植
物
へ
の
世
話
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
花
や
野

菜
、
果
物
、
稲
の
栽
培
に
お
い
て
は
、
朝
の
光
が
当
た
る
場
所
で
、
適
度
な
水
や
り
、
肥
料
、
間
引
き
、
適
切
な
虫
・
鳥
よ
け
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
こ
の
日
々
の
努
力
が
、
花
や
実
、
稲
へ
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。

　

稲
や
野
菜
（
そ
し
て
果
物
）
の
栽
培
で
は
、
栽
培
の
み
な
ら
ず
、
食
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
稲
・
野
菜
は
人
間
が
生
き
る
源
で
あ

り
、
植
物
の
い
の
ち
を
頂
い
て
、
人
間
は
生
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
栽
培
、
食
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
と
と

も
に
、
稲
・
野
菜
を
育
て
て
く
れ
る
農
家
の
方
々
、
美
味
し
く
調
理
を
し
て
く
だ
さ
る
園
の
調
理
師
や
家
族
の
方
々
に
、
感
謝
の
気
持
ち

の
念
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
然
の
恵
み
を
で
き
る
だ
け
活
用
し
、
無
駄
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
自
然
を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
た
と
え
ば
、

雨
水
を
集
め
て
栽
培
植
物
へ
の
水
や
り
に
使
用
し
た
り
、
落
葉
を
集
め
て
堆
肥
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

自
然
と
関
わ
り
、
自
然
を
活
用
し
、
自
然
を
育
て
、
そ
し
て
自
然
の
恵
み
を
頂
き
、
自
然
そ
し
て
い
の
ち
あ
る
も
の
へ
の
敬
意
の
念
を

持
つ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
② 

仏
道
成
就

　

「
正
し
き
を
見
て
絶
え
ず
進
む
保
育
」
で
あ
る
。
栽
培
・
食
育
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
と
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
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・
自
主
自
立
の
精
神
を
培
う

　

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
。　

・
収
穫
を
祝
い
感
謝
す
る

　

収
穫
祭
を
行
い
、
収
穫
野
菜
の
お
供
え
を
し
、
仏
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
く
。

　

領
域
「
環
境
」
に
お
い
て
は
、
「
周
囲
の
様
々
な
環
境
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
も
っ
て
か
か
わ
り
、
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
い

こ
う
と
す
る
力
を
養
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
連
の
栽
培
・
食
育
活
動
を
通
し
て
、
物
事
の
ル
ー
ル
や
片
付
け
、
掃
除
な
ど
を

学
び
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
自
立
し
て
行
動
で
き
る
基
礎
を
培
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
日
本
で
は
古
く
か
ら
収
穫
祭
の
文
化
が
あ
る
。
農
業
に
関
わ
る
人
々
が
、
米
や
野
菜
の
収
穫
を
祝
い
、
仏
様
に
お
供
え
を
し
て
、
無

事
収
穫
で
き
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

子
ど
も
た
ち
も
同
様
を
行
う
こ
と
で
、
栽
培
植
物
が
日
々
生
長
し
変
化
す
る
様
子
に
気
づ
く
時
の
う
れ
し
さ
、
み
な
で
共
同
し
て
収
穫
す

る
時
の
楽
し
さ
、
調
理
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
る
時
の
美
味
し
さ
な
ど
を
実
感
し
、
そ
し
て
、
収
穫
物
の
お
供
え
を
し
て
あ
ら
た
め
て
、
仏

様
が
、
子
ど
も
自
身
そ
し
て
栽
培
植
物
を
見
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
③ 

正
業
精
進

　

「
良
き
社
会
人
を
つ
く
る
保
育
」
で
あ
る
。
栽
培
・
食
育
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
と
す
る
と
、
た
と
え
ば
、

・
栽
培
、
食
育
活
動
か
ら
生
活
の
知
恵
を
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

活
動
を
通
し
、
栽
培
や
調
理
方
法
、
季
節
の
行
事
、
共
同
作
業
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
自
ら
の
生
活
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

栽
培
・
食
育
活
動
に
よ
っ
て
、
栽
培
・
調
理
方
法
な
ど
の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の

共
同
、
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
互
い
の
助
け
合
い
に
よ
り
社
会
は
支
え
ら
れ
て
お
り
、
社
会
性
の
育
み
や
、
ひ
と
の
た
め
に
生
き
る
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こ
と
へ
の
理
解
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

領
域
「
環
境
」
と
仏
教
保
育
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
栽
培
・
食
育
活
動
と
の
関
連
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
園
生
活

の
中
で
身
近
な
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
、
こ
こ
で
は
園
で
の
栽
培
・
食
育
活
動
を
通
し
て
、
い
の
ち
あ
る
も
の
へ
の
思
い
や
り
、
感
謝
の

念
、
自
立
心
、
協
力
の
気
持
ち
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
行
動
力
へ
の
育
み
、
そ
れ
ら
は
仏
教
園
で
の
仏
教
保
育
の
精
神
と
十
分
繋
が
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

【
謝
辞
】

　

本
稿
に
当
た
り
、
資
料
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
園
の
先
生
方
、
並
び
に
本
稿
の
園
庭
環
境
で
の
活
動
に
関
わ
ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
深
く
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

【
注
】

　

本
原
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏
教
に
学
ぶ
保
育
の
原
点
」
（
開
催
：
平
成
二
十
九
年
六
月
十
日
、
鶴
見
大
学
会

館
）
に
て
、
執
筆
者
が
行
っ
た
「
仏
教
・
保
育
・
子
ど
も
の
環
境
」
の
講
演
を
一
部
修
正
し
作
成
し
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

（
１
）
日
本
仏
教
保
育
協
会
（
編
） 

（2004

） 

わ
か
り
や
す
い
仏
教
保
育
総
論.

チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

（
２
）
厚
生
労
働
省 

（2017

） 

保
育
所
保
育
指
針. 

厚
生
労
働
省

（
３
）
文
部
科
学
省 

（2017

） 

幼
稚
園
教
育
要
領. 

文
部
科
学
省



― 62 ―

（
４
）
内
閣
府 

（2017

） 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領. 

内
閣
府

（
５
）Ko Senda 

（2015

） Buddhism
 preschool and the grounds in Japan. 4th International School Grounds Alliance Conference. O

ral 
presentation. Bali, Indonesia.

（
６
）
仙
田
考 

（2016

） 

仏
教
幼
稚
園
に
お
け
る
園
庭
環
境
に
つ
い
て
の
一
考
察 - 

園
児
の
あ
そ
び
、
学
び
、
生
活
環
境
の
向
上
や
仏
教
保
育
に
繋
が
る
園
庭

改
善
事
例
か
ら –. 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要, 

第21

号, pp

（1

）-

（20

）.

（
７
）
仙
田
考
（2017

） 

保
育
に
お
け
る
栽
培
・
食
育
活
動
と
園
庭
環
境
に
つ
い
て
の
一
考
察 - 

仏
教
保
育
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て -. 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要, 
第22

号, pp

（1

）-

（14

）.

（
８
）
佐
藤
達
全 
（2014

） 

仏
教
保
育
と
食
育
に
つ
い
て 

―
「
い
の
ち
」
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に
―. 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要, 

第19

号, pp.164-187. 

【
参
考
写
真
】

① 

慈
心
不
殺

　
　
　
　

１．田植え：どろと関わる

２．餅つき：食し感謝する

３．実が成る：適度なお世話 ４．収穫：植物のいのちを頂く
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② 
仏
道
成
就
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③ 

正
業
精
進

　

５．水やり：自分の鉢に世話を

6．そら豆むき：調理前の共同作業

７．正月飾り収穫：季節行事の学び


